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2017年6月9日（金） 
 

GfKジャパン 

（TEL：03-5350-4623） 

4Kテレビおよび有機ELテレビの販売動向 

 GfKジャパン（東京：中野区）は、家電量販店、総合量販店、インターネット通販における4Kテレビ及び有機ELテレビ
の販売動向を発表した※1。 

【概要】 
・2017年1-4月の4Kテレビ販売台数は前年比76%増と拡大が継続。
・2017年通年では140万台を見込む。

Press Release 

【4Kテレビ市場の成長が継続】 
  4Kテレビ販売は、2017年も好調に推移しており、1-4月で
は数量前年比76%増、金額前年比40%増となった。同期
間のテレビ販売における4Kテレビの構成比は、数量ベースで
28%（前年同期16%）、金額ベースで57%（前年同期42%）
に達した。 

 4Kテレビの販売拡大をけん引しているのは、40-45インチ製
品であり、1-4月の販売は、数量前年比119%増、金額前年
比77%増を記録した。メーカー各社が同サイズに注力しており
、販売モデル数も1年で1.75倍に増えた。 

 同サイズは拡大の余地も大きい。4月のテレビ販売における
4Kテレビの数量構成比をみると、46インチ以上では80%を超
えたのに対し、40-45インチでは41%にとどまっており、4Kへの
移行が期待される（図1）。 

4Kテレビの価格は全体的に値ごろ感が強まっている。4Kテ
レビで販売数量が最も多い49インチをみると、1-4月の税抜き
平均価格は前年同期から19%低下し、12万9900円となっ
た。フルハイビジョンとの価格差は4万8900円に縮まっており、
販売を後押ししている。

 2017年の4Kテレビの国内販売台数は、前年から約40万
台増加し、140万台に達すると見込む（図2）。テレビ全体の
買い替え需要や大画面テレビへの移行も追い風となるだろう。
エコポイント制度やアナログ停波時のテレビ購入者の買い替え
需要は徐々に顕在化しており、前年同期からプラス成長とな
る月が増えてきている。また、購入されるテレビの平均画面サ
イズは、2年間で3.6インチ大きくなり、35.9インチとなった。画
質の良さがよりアピールされやすい環境になってきたといえる。

【有機ELテレビ市場】 
  デザイン面での自由度の高さなどで注目される有機ELテレビであるが、テレビ販売における数量構成比は2017年4

月時点で1%未満と少ない。しかしながら、販売台数は1年前の約7倍に増加した。2017年は複数の国内メーカーから
有機ELテレビが発売されることもあり、売り場の活性化要因として期待される。 

※本リリースに関するお問い合わせ先 GfKジャパン 

広報グループ 茶野 絢子 

   tel : 03-5350-4623 Email : info.jp@gfk.com 

0

20

40

60

80

100

4
月

 

5
月

 

6
月

 

7
月

 

8
月

 

9
月

 

1
0
月

 

1
1
月

 

1
2
月

 

1
月

 

2
月

 

3
月

 

4
月

 

2016年 2017年 

図1.テレビ販売における4Kテレビの数量構成比 
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図2. 4Kテレビ国内販売台数（万台） 

※1.   家電量販店・総合量販店・地域量販店・インターネット販売における販売実績を基に市場規模相当まで拡大推計

mailto:info.jp@gfk.com

